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広報誌　ゆうじんかい 日本医療機能評価認定病院
大分県地域認知症専門医療機関

加藤病院の新館が完成しました

医療法人　雄仁会　理事長　　　加藤　一郎
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　　　　　セカンドオピニオン方針

　セカンドオピニオンとは、患者様がご自身のご病気に対する診
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【患者様の責務】
● 患者様は、治療が円滑に行われるよう、自ら治療に

参加する義務があります。

● 患者様は、治療が円滑に行われるよう、規律を守り

行動する義務があります。

１.患者様の立場を尊重し、

自立と社会復帰を支援します。

２.仕事に使命感を持ち、

業務の改善に努めます。
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断・治療方針等につきまして、現在受診されている医師（担当
医）以外の医師の意見（第二の意見）を求めることをいいます。
　当院はインフォームドコンセント（説明と同意）が最重要な事項
と考えており、治療法などを決定されるのは患者様や御家族（自
己決定）ですので、他の治療法の可能性など患者様がより納得
の得られる医療を受けていく為に、セカンドオピニオンを推進し
てまいります。

セカンドオピニオンには、
(1)当院以外の医師の意見を求められる場合

(2)当院でセカンドオピニオンの提供を受けられる場合があります。
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認知症対応型施設
◇グループホーム和の郷

◇デイサービスセンター和の郷

通所時間

午前9時30分～午後3時40分

TEL 0974‐63‐0225
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TEL 0974‐63‐2338 FAX 0974‐63‐2339
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ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ yuujinkai＠lime.ocn.ne.jp TEL ０９７４－６３－２３３８
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を尊重します。
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職員の対応ついて

職員はよく話を聞くか

職員の身だしなみについて

来院時の雰囲気について
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加藤病院サービスに関するアンケート調査結果報告

外来患者様 （回答７９件）

非常に満足 満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

職員の対応ついて

職員の言葉づかいについて

職員はよく話を聞くか

食事について

お風呂について

プライバシーの配慮について

においについて

トイレについて

加藤病院サービスに関するアンケート調査結果報告
入院患者様 （回答５６件）

非常に満足 満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

サービスに関するアンケート調査結果内容
～外来患者対象～

平成22年8月10日～20日実施

サービスに関するアンケート調査結果内容
～入院患者対象～

平成22年8月10日～20日実施

　入院患者さん対象にアンケート調査を行いました。56件の回答をいただきました。総合的にみて約５
０％の満足評価を得ることができました。残念なことに全般の問いに対して回答者の約10.7％～17.8％
がやや不満若しくは不満を抱いていることが、調査からわかりました。まずは、この意見を真摯に受け
とめ言葉づかい、職員の対応についてはすぐにでも改善するよう対策をたてていきたいと考えていま
す。アンケートのご協力ありがとうございました。
≪改善を求める意見≫
○食事をおいしく作ってください。
○毎日の食事についてですが、調査はするけど一向によくならなく食事が悪いです。よくならな
   いですか。
○OT活動が単純です。

　外来患者さん対象にアンケート調査を行いました。79件の回答をいただきました。総合的にみて約７
０％の満足評価を得ることができました。しかし、待ち時間に関しては、やや不満または不満が9件と11％
の方が不満に思われていることが、調査結果でわかりました。待ち時間調査は、毎年行われ時間短縮に
向けて努力しているところですが、待ち時間の軽減にさらなる努力を要することが、わかりました。この調
査の結果により病院利用者の皆様からの貴重な意見を病院職員一同が真摯に受け止め、今後にいかし
ていきたいと思います。　アンケートのご協力ありがとうございました。
≪改善を求める意見≫
○椅子の配置等もう少し、多人数が座れるようにしてほしい。
○内科にかかっているのだが、普通の病院のように直接医師に診てもらえないだろうか。看護師
   が聞き取るので待ち時間が長い。対応を早くしてほしい。

職員の対応ついて

職員はよく話を聞くか

職員の身だしなみについて

来院時の雰囲気について
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加藤病院サービスに関するアンケート調査結果報告

外来患者様 （回答７９件）

非常に満足 満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

職員の対応ついて

職員の言葉づかいについて

職員はよく話を聞くか

食事について

お風呂について

プライバシーの配慮について

においについて

トイレについて

加藤病院サービスに関するアンケート調査結果報告
入院患者様 （回答５６件）

非常に満足 満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

動 純 す
○看護補助の職員が毎日１人いてくれることを望みます。
○トイレットペーパーは予備をいつも準備してほしい。
○言葉づかいは、全員の看護師が悪い。
≪満足の意見≫
○掃除機が使い良いです。（自分の身の回りをお掃除する時）
≪その他≫
○何回もそんなこと（アンケート調査）して書かなくていい。
○久住方面にドライブに行きたい。
○わかば（タバコ）をもっといただきたい。
≪改善内容≫
○お食事について
　｢おいしくない｡｣｢いくら言っても改善しない｣等は､貴重なご意見として拝聴したいと考えます｡栄養部
は､噂好調査を行いその結果を栄養会議等で検討し､厨房スタッフ会議で反映しています｡栄養的､病
能的､味覚的にも満足していただけるよう日々努力しております｡意に満たないと感じる場面もあるかと
思いますが､レベルアップした食事作りにしていけるよう意欲を高めて頑張っていきたいと思います｡
○職員の言葉づかいについて

待 長
○トイレの乾燥機がほしい。
○受付横のテレビの音が聞こえずらい。
≪満足の意見≫
○何もいう事はございません。大変居心地が良いです。対応については、優しく親切でありがた
    く思っております。
○なにも悪いところがありません。
○良いと思います。
○悪い時見てくれるので助かります。
○みなさん親切です。
≪改善内容≫
○大人数が座れるようにしてほしい｡について
外来患者さんで混雑している際には､イスを準備しております｡また､困っていらっしゃる患者さんには､職
員全員が声掛けを行い座れる場所をご案内するよう気をつけていきます｡
○内科受診は､直接医師に診てもらいたい｡について
精神科の受診の手順と内科受診の手順は同じではありません｡おまたせをしない努力を尚一層していき
たいと考えております ○職員の言葉づかいについて

　職員一人一人が気をつけていきます､患者さんの気持ちを良く理解し気持ちの良い対応になるようこ
ころがけていきます｡また､職員同士で､注意のできるような環境づくりを目指していきます｡
○病棟内のにおいについて
　定期的な換気､そうじを行い､消臭剤などを利用しながら対応いたします｡また､においの原因を確認
し､早急に片付けるよういたします｡
○患者さんの話しをよく聞く｡について
　患者さんから不平や不満を聞いた時､不備があった時に右耳､すぐに確認をする｡原因を考える｡改善
策を立てる｡実行する｡を実施いたします｡職員全員で考えスタッフ全員が参加して実行できるようにい
たします｡
○まとめ
　今回のサービスに関するアンケート調査により以上の改善を各部署で話し合うことができました｡ご協
力ありがとうございました｡皆さんの貴重な意見を大切にし､よりよい(医)雄仁会加藤病院を目指してま
いります｡

たいと考えております.
○ トイレの乾燥機について
トイレの乾燥機は常備しております｡しかしながら､わかりづらい面もあったかと思われます｡現在は､手指
乾燥機と表示し改善いたしました｡
○受付横のテレビの音が聞こえづらい｡について
適音量は､人によって違いがあるかもしれません｡周囲のことを考えると現状の音量が適していると思わ
れます｡しかし､聞こえづらいようなそぶりや､声かけなどがございましたら､状況にあわせて対応していき
ます｡
○まとめ
今回のサービスに関するアンケート調査により､上記のような改善策を話し合うことができました｡また､待
ち時間については､待ち時間調査を年1回行い時間は短縮されている状況であるにもかかわらず､相変わ
らず待ち時間の満足評価は低いようです｡待っている問に感じる感情は､人それぞれでありますが､負の
感情を起こさせない声がけや気配りに努力の必要性が感じられました｡
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の
二
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間
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内
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、
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や
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り
と
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に
、
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。
当
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も
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踊
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の
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踊
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、
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を
中
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事
が
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か
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私
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ち
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す
が
、
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で
は
小

生
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校
生
の
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あ
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れ
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り
に
元
気
を
も
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な
が
ら
、
そ
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地
域
の
方
に
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え
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も
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ら
、
何
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か
踊
り
き
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と
が
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ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
の
最
後

は
小
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と
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も
に
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や
か
な
虹

出
現
し
、
ま
る
で
祭
り
の
成
功
を

う
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の
よ
う
で
し
た
。
夏
を
乗
り

社会復帰支援部

作業療法士

田口 文子
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田
夏
越
し
祭
に
参
加
し
て

稲葉よろうち座頑張っています
雄仁会は、豊肥地域における認知症の専門医療機関の指定を大分県から受けてい

ます。

「認知症が気になりだしても大丈夫よ」と言えるような地域を目指していきたいと思いま

す。それには、早めに専門医療機関に受診することが大切です。

そこで、芸達者揃いの雄仁会は「稲葉よろうち座」を昨年５月に結成し、受診に結び

つきやすくする方法の寸劇を行っています。

甲斐副院長の講演の前に行っていますが、「後に続くお話と結びつきやすい」と大変

ご好評をいただいています。もちろん、役者の方も楽しく演じさせていただいているので

すが 雄仁会としては地域に向けた新たな試みです

地域連携部

部長

神品 實子

(保健師）
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は
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に
も
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、
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内
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で

は
あ
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が
非
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に
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ら
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を
感
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る
こ
と
の
出
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日
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た
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院
長
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の
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は
、
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さ
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日
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す
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何
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社会復帰支援部
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高山 恵美

稲葉よろうち座頑張っています
雄仁会は、豊肥地域における認知症の専門医療機関の指定を大分県から受けてい

ます。

「認知症が気になりだしても大丈夫よ」と言えるような地域を目指していきたいと思いま

す。それには、早めに専門医療機関に受診することが大切です。

そこで、芸達者揃いの雄仁会は「稲葉よろうち座」を昨年５月に結成し、受診に結び

つきやすくする方法の寸劇を行っています。

甲斐副院長の講演の前に行っていますが、「後に続くお話と結びつきやすい」と大変

ご好評をいただいています。もちろん、役者の方も楽しく演じさせていただいているので

すが、雄仁会としては地域に向けた新たな試みです。

これからも雄仁会は地域の方々と共に、地域づくりに貢献していきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。

地域連携部

部長

神品 實子

(保健師）

岡の苑は平成１８年より竹田市からの委託をうけ、介護予防の取り組みが必要な高齢者を対象に介護予

防教室「しゃんしゃん教室」を開催しています。当苑は竹田・荻地域の２箇所を、大久保病院が久住・直入地

域

を担当しています。1箇所の定員は１５人で、週１回の教室を全１２回実施します。

教室では看護職が日々の健康状態を把握した上で、理学療法士・作業療法士がレベル別にグループを分

介護予防教室「しゃんしゃん教室」について
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七
月
十
七
・
十
八
日
の
二
日
間
、

竹
田
市
内
で
竹
田
夏
越
し
祭
り
が

行
わ
れ
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
や
ソ
ー

ラ
ン
節
な
ど
の
踊
り
と
共
に
、
山
車

が
駅
前
か
ら
商
店
街
に
か
け
て
回

り
ま
し
た
。
当
院
・
施
設
か
ら
も
、

十
七
日
の
山
車
引
き
に
三
名
、
十
八

日
の
踊
り
に
八
名
が
参
加
し
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
祭

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
十
八
日
の
踊

り
は
ソ
ー
ラ
ン
節
を
含
む
六
種
類

の
踊
り
が
あ
り
、
動
き
の
速
い
振
付

を
中
々
覚
え
る
事
が
出
来
な
か
っ

た
私
た
ち
で
す
が
、
本
番
で
は
小
学

生
～
高
校
生
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
踊

り
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
し

て
地
域
の
方
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
何
と
か
踊
り
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
の
最
後
に

は
小
雨
と
と
も
に
鮮
や
か
な
虹
が

出
現
し
、
ま
る
で
祭
り
の
成
功
を
祝

う
か
の
よ
う
で
し
た
。
夏
を
乗
り
切

る
元
気
を
く
れ
た
夏
越
し
祭
り
を
、

ま
た
来
年
も
地
域
の
方
々
と
共
に

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会復帰支援部

作業療法士

田口 文子

竹
田
夏
越
し
祭
に
参
加
し
て

夏
祭
り

夏
祭
り
を
行
っ
た
八
月
三
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
屋
内
の
開
催
で

は
あ
り
ま
し
た
が
非
常
に
夏
ら
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
日
和

で
し
た
。

院
長
先
生
の
挨
拶
の
も
と
に
始

ま
っ
た
夏
祭
り
は
、
患
者
さ
ん
に
よ

る
日
本
舞
踊
の
披
露
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
何
時
も
に

比
べ
緊
張

し
た
面

持

ち
で
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
る
患
者
さ
ん
に
は
、
ど
こ

社会復帰支援部

作業療法士

高山 恵美

稲葉よろうち座頑張っています
雄仁会は、豊肥地域における認知症の専門医療機関の指定を大分県から受けてい

ます。

「認知症が気になりだしても大丈夫よ」と言えるような地域を目指していきたいと思いま

す。それには、早めに専門医療機関に受診することが大切です。

そこで、芸達者揃いの雄仁会は「稲葉よろうち座」を昨年５月に結成し、受診に結び

つきやすくする方法の寸劇を行っています。

甲斐副院長の講演の前に行っていますが、「後に続くお話と結びつきやすい」と大変

ご好評をいただいています。もちろん、役者の方も楽しく演じさせていただいているので

すが、雄仁会としては地域に向けた新たな試みです。

これからも雄仁会は地域の方々と共に、地域づくりに貢献していきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。

地域連携部

部長

神品 實子

(保健師）

岡の苑は平成１８年より竹田市からの委託をうけ、介護予防の取り組みが必要な高齢者を対象に介護予

防教室「しゃんしゃん教室」を開催しています。当苑は竹田・荻地域の２箇所を、大久保病院が久住・直入地

域

を担当しています。1箇所の定員は１５人で、週１回の教室を全１２回実施します。

教室では看護職が日々の健康状態を把握した上で、理学療法士・作業療法士がレベル別にグループを分

け、ストレッチや筋力トレーニング、バランストレーニングを実施しています。また、管理栄養士による栄養に

関する講義、言語聴覚士・歯科衛生士による口腔ケアや嚥下に関する講義を行い、各専門職によるアセスメ

ントの結果必要とされた人に対しては、個別プログラムを作成し、それぞれの状況に応じた介護予防の取り

組 み を 支 援

しています。

私たちは対象者の方に、楽しく意欲的に参加して頂き、日々自宅においても教室で習った事を続けていただ

くために様々な工夫を重ねています。運動の資料はお茶の間や寝室でいつでもできるように見やすく汚れに

くい素材に加工し、自宅状況や健康状態を把握するための「しゃんしゃん日記」を取り入れています。また、楽

しく対象者の方同士が交流できるよう茶話会やレク、しゃんしゃん音頭なども取り入れ、とにかく笑い声の絶え

な

い教室づくりに努めています

介護予防教室「しゃんしゃん教室」について

在宅復帰支援部

部長 古川 直美

か
凛
と
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も
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を
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じ
、
ま
た
、

大
き
な
拍
手
で
声
援
を
送
る
皆
様

も
、
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も
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な
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浮
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て
お
り
、
夏
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り
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で
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う
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が
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っ

て
く
る
一
瞬
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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、
以
前
よ
り
催
し
物
の
リ
ク

エ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
患
者
様
か

ら
「
神
楽
が
見
た
い
。
」
と
の
希
望
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
の
メ

イ
ン
と
し
て
三
重
総
合
高
等
学
校

神
楽
部
の
皆
様
に
来
院
し
て
頂
き

ま
し
た
。
高
校
生
と
は
思
え
な
い
程

の
迫
力
の
あ
る
舞
い
に
、
ス
タ
ッ
フ

も
含
め
皆
様
が
魅
了
さ
れ
、
そ
の
表

情
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
ま

し
た
。

今
回
イ
ベ
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ト
の
企
画
を
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せ

て
頂
き
、
外
部
と
の
連
絡
や
事
前
の

準
備
等
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
患
者

さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
る

こ
と
で
大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
患
者

さ
ん
の
笑
顔
を
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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十
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、
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市
内
で
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田
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越
し
祭
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が
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れ
、
ひ
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こ
踊
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や
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ー
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節
な
ど
の
踊
り
と
共
に
、
山
車

が
駅
前
か
ら
商
店
街
に
か
け
て
回

り
ま
し
た
。
当
院
・
施
設
か
ら
も
、

十
七
日
の
山
車
引
き
に
三
名
、
十
八

日
の
踊
り
に
八
名
が
参
加
し
、
地
域

の
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と
の
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流
を
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つ
つ
祭
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を
楽
し
み
ま
し
た
。
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の
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は
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振
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が
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の
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る
踊
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に
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に
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、
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が
で
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ま
し
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。
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、
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に

は
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が

出
現
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、
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で
祭
り
の
成
功
を
祝

う
か
の
よ
う
で
し
た
。
夏
を
乗
り
切

る
元
気
を
く
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た
夏
越
し
祭
り
を
、

ま
た
来
年
も
地
域
の
方
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と
共
に

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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の
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催
で
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が
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本
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張
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が
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作業療法士

高山 恵美

稲葉よろうち座頑張っています
雄仁会は、豊肥地域における認知症の専門医療機関の指定を大分県から受けてい

ます。
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ご好評をいただいています。もちろん、役者の方も楽しく演じさせていただいているので

すが、雄仁会としては地域に向けた新たな試みです。

これからも雄仁会は地域の方々と共に、地域づくりに貢献していきたいと思いますの
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神品 實子

(保健師）

岡の苑は平成１８年より竹田市からの委託をうけ、介護予防の取り組みが必要な高齢者を対象に介護予

防教室「しゃんしゃん教室」を開催しています。当苑は竹田・荻地域の２箇所を、大久保病院が久住・直入地

域
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関する講義、言語聴覚士・歯科衛生士による口腔ケアや嚥下に関する講義を行い、各専門職によるアセスメ

ントの結果必要とされた人に対しては、個別プログラムを作成し、それぞれの状況に応じた介護予防の取り

組 み を 支 援

しています。

私たちは対象者の方に、楽しく意欲的に参加して頂き、日々自宅においても教室で習った事を続けていただ

くために様々な工夫を重ねています。運動の資料はお茶の間や寝室でいつでもできるように見やすく汚れに
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しく対象者の方同士が交流できるよう茶話会やレク、しゃんしゃん音頭なども取り入れ、とにかく笑い声の絶え
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「こころの健康相談をご利用下さい」

竹田市心の相談支援事業所では、月１回、地域の保健センターで巡回相談（要予約・無料）を行っています。

【日程】

竹田地域 ：第４火曜日 竹田市総合社会福祉センター 荻 地 域 ：第１月曜日 荻福祉健康エリア

久住地域 ：第４木曜日 久住保健センター 直入地域 ：第３水曜日 直入公民館

各会場とも相談時間は午後１時３０分～午後３時３０分です。

変更等の場合もありますので「竹田市心の相談支援事業所」までご連絡下さい。

【連絡先】 事務所： 竹田市大字竹田１８５５番地

電 話： ０９７４－６３－３３４６

時 間： 月曜日～金曜日 （午前９時～午後５時） 祝祭日・年末年始はお休みです
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と
が
伝
わ
っ

て
く
る
一
瞬
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
よ
り
催
し
物
の
リ
ク

エ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
患
者
様
か

ら
「
神
楽
が
見
た
い
。
」
と
の
希
望
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
の
メ

イ
ン
と
し
て
三
重
総
合
高
等
学
校

神
楽
部
の
皆
様
に
来
院
し
て
頂
き

ま
し
た
。
高
校
生
と
は
思
え
な
い
程

の
迫
力
の
あ
る
舞
い
に
、
ス
タ
ッ
フ

も
含
め
皆
様
が
魅
了
さ
れ
、
そ
の
表

情
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
ま

し
た
。

今
回
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
さ
せ

て
頂
き
、
外
部
と
の
連
絡
や
事
前
の

準
備
等
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
患
者

さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
る

こ
と
で
大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
患
者

さ
ん
の
笑
顔
を
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
要
介
護

高
齢
者
へ
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

が
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
摂
食
・

嚥
下
面
に
お
い
て
、
認
知
症
を
含
む

高
齢
者
へ
の
専
門
的
ケ
ア
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現

在

は

岡

の

苑

に

所

属

し
、
看

護
・
介
護
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
困
難

者
へ
の
専
門
的
ケ
ア
、
歯
科
致
傷
へ

の

つ

な

ぎ

と

調

整
、
チ
ー

ム

カ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

や

N
S
T
へ

の

参

加
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
業
務
を

行

い
、
通

所

・

病

棟

・

グ

ル
ー

プ

ホ
ー
ム
か
ら
の
依
頼
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
リ
ハ
特
定
高
齢
者

の
介
護
予
防
事
業
を
通
じ
、
地
域
支

援
活
動
を
行
い
、
「
口
か
ら
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「岡
の
苑
」チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

歯科衛生士

金子 良美

「こころの健康相談をご利用下さい」

竹田市心の相談支援事業所では、月１回、地域の保健センターで巡回相談（要予約・無料）を行っています。

【日程】

竹田地域 ：第４火曜日 竹田市総合社会福祉センター 荻 地 域 ：第１月曜日 荻福祉健康エリア

久住地域 ：第４木曜日 久住保健センター 直入地域 ：第３水曜日 直入公民館

各会場とも相談時間は午後１時３０分～午後３時３０分です。

変更等の場合もありますので「竹田市心の相談支援事業所」までご連絡下さい。

【連絡先】 事務所： 竹田市大字竹田１８５５番地

電 話： ０９７４－６３－３３４６

時 間： 月曜日～金曜日 （午前９時～午後５時） 祝祭日・年末年始はお休みです


